
東京アマデウス合唱団

第11回定期演奏会
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ご あ い さ つ

本日は東京アマデウス合唱団の第11回定期演奏会にお越し

頂きまして、ありがとうございます。

われわれは一昨年11月 、節目である第10回定期演奏会を終

え、いよいよ今日、新たなる10年の第一歩をしるします。

今日の演奏会では、モーツァルトの友人であり、彼に多大

な影響を与えたミヒャエル ハイドンのグェスペレと、モー

ツァルトの知らざれる傑作である ツタニア を取 り上げまし

た。

この二曲とも日本ではほとんど演奏されたことがないので

すが、どちらも、時代様式を反映した名山でして、この機会

に皆様にお聴かせできることを、団員一同無上の喜びと感じ

ております。

時は1991年。 巷ではモーッァルト没後200年 の声も次第に

賑やかになってまいりましたが、われわれはその洗礼名を戴

く合唱団として、その名に恥じぬよう頑張りますので、どう

ぞ最後までお聴き下さい。



%
はじめに … ミヒャエル・ ハイ ドン

ミヒャエル・ ハイドンはかの有名なヨゼフ・ ハイドンの 5つ下の弟です。
1737年 9月 14口 の生まれですので、モーツァル ト (1750年 生まれ)よ り19才
年上ですね。音楽的才

"ヒ

のあった彼は、兄同様ロイターの指導を受けました。
その後 1757～ !732年 の間、グロースヴ7ル ダイン (現ルーマニアのオラテア)
の司教座大型堂の楽長をつとめた後、1703年 、時の大司教のlaき て
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グヘ移っています。役職は 《宮廷楽団の第 2コ ンサー トマスター)で した。ち
なみに、そ―ツァル トは1770年から彼の下て く第 3コ ンサー トマスター)と な
つています。
1782年 以降 |ナ 、コElレ ド大司教の教会音楽の改革に身を棒げ、1700年には ド

イツ語の聖訳集第一集を出阪しています。生前は兄に勝るとも劣らないはど著
名でしたが、結局最後までブルツプルグを動かず、1806年 3月 10日 に亡くなっ

ています。 68オでした。その作品は死後次第に忘れ去られていましたが、最近
の東欧自‖1化の影響で見直しの機lllが赤丸急上昇です。
彼はまた、教育にも力を捧げ、弟子にはウェーバー、ディアベリといった有
名な作JI家がいます。
モーツγル トとは大変‖'がよく、青楽的に大きな影響を与えたといわれ、エ
ビツー ドもいろいろ残つています。
たとえばモーツァル トの 2山の「ヴァイオリンとヴィオラのための二重奏山
〈K423424)」 は、1783年 病気でピンチに陥っていたミヒャエルを救うために、
そ―ツァル トが代作したものですし、昔からモーツァル トの「交彗山第 37番
(К 4253)」 と言われていたものは実は ヽヒャエルの作品でした。

さて  ヴォルフガング・ アマデウス・モーツァル ト

彼については、多弁を弄する必要 Iメ ないですよね。解説書は星の数ほど出て
いますので、そちらをどうぞ。ただ、今年は渋後 200年 の記念の年です。こ
んな年はこの次では西店2056年 (モ ーツァル トの生誕 300年 )ま でやってきま
せん。今年はかけがえのないモーツァル ト・ イヤーです。

つぎに … ヴェスペレ (晩課)

正式には 〈土日のための晩課)と いいます。「晩謀」はキリスト教の課来の
ひとつで「タベの折り」とも訳されていまして、ルネッサンスの時代から曲が

付けられていました。著名な作山家ではモンテウェルディ、ヘンデル、そ―ッ

ァル トらの作品が残されています。
ところで、この作品ですが く主日のための晩課)と いわれていますが、実際
の主日 (日 曜日)に使われる晩課とは使われているテキス ト (旧約聖書の時編
です)力《違います。この山でつかわれているのはモーツァル トの 2山 (く主日
のための晩課 (κ 321),及び く証聖者のための盛餞晩課 (I SS9〉 ))と まった
く同じものでして、これらは本来は「司教でない証聖者のための盛餞晩凛Jに
使われるものです。こういったことについてコロレド大司教はやかましかった
ので、これら3山 はいずれも「司教でない証聖者のための盛la晩課」に使われ
たものと考ズられます。実は、コロレド大司教の名前はヒエロニムスといいま
すが、この名前の由来である聖ヒエロニムスが司教でない証理者なのです。 し
たがって、 3山 ともその祝日のために作曲されたものと考えていいでしょう。

最後に … リタニア く聖体連店 )

正式には く尊き聖体の秘跡のための連薔)と いいます。「連薔」とは、先唱
者が析りを唱えた後で群衆が簡単なフレーズを唱えるという祈りの形式のこと
です。 18世紀には結構はやっていたようで、そ―ツァル トはテキス トの違う2
種類 く聖母連13)く聖体連薦)を 2山づつ作曲しています。
今日演奏されますのは4山の中でも質・ 規模共に群を抜いている最後の 《聖
体連薔)です。作山は1776年 3月 ですから、そ―ツァルト20才の作品ですね。
全体は9 dlか らなっていまして、各山の最後に rわれらをあわれみたまえ 〈ミ
ゼレーレ・ ノービス)」 という歌詞が入ります。
ブルツプルクでの作と言われていますが、当時の彼のミサと違い、編成・ 内
容共にコロレド大司教の需1約に反して自由奔放に作山をしているため、プルツ
プルク教会では演奏できなかったはずで、その動機・ 目的は良くわかりません。
恐らくだれかの個人的な依頼によるものではないてしょうか。
なお綸足ですが、テノール・ソElの第2山「活けるバンJの主題は、後にレ
クィエム(K026)の 中で、「妙なるラッパ」の主題として使われています。ま
た、ツプラノ合唱のみで歌われる特異な第 7山「臨終聖体」でつかわれている
主題はグレゴリオ聖歌の「舌よ歌え (バ ンジェ・ リングァ)Jです。

古沢 患久
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東京芸術大学卒業。同大学院修了。 R フィ
ッシャー Ph フッテンロッハー,池宮英
オ1小林道夫の各氏に師事。「マタイ受難曲,
「ヨハネ受難山J「口短調 ミサ」「メサイヤ」
などのソリス トを務める。現在東京バッハア
カデミー講師 芸大バッハカンタータクラフ
演奏委員長.ヴ ォイス・ラボ所属。 1987年 H
月より当合唱lIの 指導に当っている。

東京芸術大学卒業。同大学院在学中。伊原直
子 戸回敏子 藤田道子の各氏に師事。バッ
ハ「カンタータ1`0番」「カンタータ106番」
モーツァル ト「 ミサ曲ハ短調J「 ウェスペレJ
等のソリス トを務める。芸大バッハカンター

タクラフに在籍。

東京芸術大学声楽r」 1年在学中。声楽を佐々

木正Tl.伊 藤亘行.伊原直子の各氏にlT事。
芸大パッハカンタータクラブ 東京こだまっ
ちょアンサンブル Stuilm」 nd Di31: コー
ロ・ ファボリー トに在籍。

東京学芸大学音楽科卒業 (声楽専lLX).声楽
を遠藤優子 高橋修―の各氏に師事。在学中
より東京,横浜の合唱団体とモーツァル ト
「 レクイエム」「ウェスペレ」バッハ「口短
調 ミサ」「カンクータ1“ 番」 ヘンデル

「 メサイヤ」などを共演。

東京芸術大学卒業。同大学院在学中。伊藤亘
行 原回茂生 多口羅迪夫.羽根功二の各氏
に師事。芸大メサイヤのソリス トに選抜。モ
ーツァル トのミサ由  「第九」などに出演す
る榜ら, ヴォーカルアンサンブル「 トリレン
コ」にて現ヽ音楽に取り組む。また合唱指揮
者としても活躍中。

東京芸術大学卒業。ビアノを滝崎鎮代子,ク
ラリネットを千葉国男,室内楽を細野孝興
オルガンを今井奈緒子の各氏に師事。,在は
ピアノ伴奏 オルガン 通奏低音の他.合唱
指導,作曲と幅広く活露。 1,87年 より当合唱
lIの ピアノ伴奏 合唱指導を担当。

1,73年  指揮者玉置勝彦の円下生とその友人
達により結成された。東京大学管弦楽団の率
業生を中心に構成。モーツァル ト・ ベー ト

ー
ベン, シューベルト メンデルスツーン等を
始め ブルックナー,マ ーラー, リヒャル ト
・ シュトラウス等大編成の演奏も行う。 1982
年以来 当合唱団とは 6回 目の共演である。
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東京アマデウス合唱団・第 11回定期演奏会参加者

ツプラノ/落合直子 金城恵美子
鈴木奈々子 鈴木真澄
柳原文女 吉口えみ子

ア ル ト/伊藤工子 大岩幸子
高精理子 辻 敏子
宮崎米子 山腰くるみ

テノール/伊原 宏 片岡 繁
ベ ー ス/落合良式 根本 関1

前川直也 山下敬之

小林真子 須藤佳代子
武智由紀子 長谷川敦子
吉野みどり
川島淳子 国府口文子 重泉秀子
辻村順子 平野玲子 野田妙子
山崎孝子 丼上 やす子
中屋哲夫 古沢忠久 吉田―郎
野口 碩 橋本克久 船矢幸―



1981 Februa″  Mo2a蔵 :REOulEM
1981 November Hande:MESS:AH
1982 November Faurl :REQU[EM
1983 Sept・m“I Mo2art:KRONUNGS MESSE
1984 Sept・m"r Mo2artiREOulEM
1985 0ctober  Bach  :KANTATE Nr● 06
1986 0ctober  Mo2art:GROSSE MESSE
1987 0oober Schutz:M"脇 u螂 [EXEIUIEN
1988 December Mo2artiVESPCRAE
1989 November Mozart:REOuIEM
1991 Februar.  Mo2an:uTAN[AE


